
大野川中流域における旧石器時代
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　１　はじめに

　九州における旧石器時代の研究は西九州におい

ていち早く本格的な調査が開始され、数多くの成

果を上げ模範的な地域として、基本的な体系が組

みたてられつゝあると言えよう。これに対して東

九州における研究は緒に就いたばかりであるが、

その中にあって、大野川流域は有望な地域と目さ

れ、二・三の発掘調査が実施されると其に表面採

集によって多数の石器類が以前から発見されてい

る。特に大野郡大野町を中心とする地域は旧石器

時代の遺跡が集中しており、それらの基礎調査と

して、大野町に所在する製紙工湯前遺跡、小牧遺

跡、それに今回報告を行う今峠遺跡の試掘を実施

したのである。

　今峠遺跡は昭和１０年、大野高校生徒である綿

貫俊一・安藤栄治の両君によって発見され好資料

が得られている。数回にわたる大禄資料の検討と

今峠遺跡を含めた周辺の踏査を重ねた結果、　５２

年１１月に大禄資料の出土層位確認と地層の堆積

状況観察を目的とした基礎調査を実施したのであ

る。

　２　遺跡の立地と環境

　祖母、傾、阿蘇外輪山それぞれに源を発する大

野川は県下最大の河川で、荻町・竹田市の上流域、

緒方町・三重町・大野町の中流域、それに大分市

の下流域を抜けて別府湾に注いでいる。大野川中

流域の北側を形成している大野町は、２ｏｏ～

３ｏｏ７７ｚの標高を有する凝灰岩の台地が開け、「

大野原台地」と呼称されている。この台地はほｙ

昌　信

６�の広さで、各所は開析が進み複雑な地形を呈

しており、台地上には旧石器時代をはじめとして

縄文・弥生時代の諸遺跡が集中している。

　今峠遺跡は大分県大野郡大野町大字田代字今峠

所在し大野原台地のに卜ご中央に位置しているが、

他の台地と同様周囲は侵蝕によって小谷が形成さ

れ、西側および北側は特に谷が追っている。標高

は２３８�でほ･ぐ平担な面を形成しているが、土

層の堆積状況からすると地表面に起伏のあった事

が明らかであり、実際、当遺跡を含めた周辺の台

地は農業基盤事業が実施され削平、撹乱を受けて

いる。

　大野川流域の代表的な旧石器時代の遺跡として

周知されている大塚遺跡とは西側の谷を挾んで対

峙しており、また東南約1.7Kmには宮地前遺跡が

位置している。このニケ所以外にも周辺において

旧石器時代の遺跡が確認されている。（第１図）

　３　遺跡と土層の堆積

　今峠遺跡の遺物の散布状態はかなり広い範囲が

推定されるが、特に台地が狭少になった西側に集

中する傾向が認められ、この５ｏｘ６ ０�程の限

定された地域に平均１�のピットを１２個設定し

て試掘を実施した。

　地表面は地点によって耕作土の変化が窺え削平

されていることが明らかである。すなわち遺物の

集中する範囲と想定されるほｙ中央では東南から

南西に向って、黄褐色の耕作上が幅約２ｏ斑で帯

状に延びており、周囲の耕作上が黒褐色を呈して

いるため一見して区別されるのである。そこで地
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表面の削平がほとんど受けていないと考えられる

周辺部について基本層序観察することにした。

　Ｉ層黒褐色を呈するさらさらした耕作上層で

２ｏＪ前後の厚さである。Ｈ層上質・色調はＩ

層と基本的に同じであるが、や･ゝ固く上部に燈色

をしたパミス（第１オレンチ）がブロック伏ない

し黒褐色に混在した形で認められる。厚さは１５

～2 5 C7?lである。Ⅲ層黒色～漆黒色をした土層

でII層よりやゝ固く、厚さはｌｏｍ前後である。

Ｈ層。‘Ⅲ層はすべてのピットにおいて認められる

のではなく、南よりのや･ゝ高い個所において顕著

である。Ⅳ層上部は黒色昧が強く下部につれて

黒色が弱まり、逆に褐色～黄褐色昧を強く帯ひて

くる。Ｖ層への漸移層と考えられ、厚さは１５ｍ

内外である。Ｖ層上面は明瞭に把握できずⅣ層

との境界は波状を呈している。色調は明るい黄複

比で、粘質は強くなくむしろ軟らかである。厚さ

はい）ｍ前後である。 vl層　Ｖ層に比較すると固

さを増し、色調も幾分暗くヤ体的に褐色がかかっ

ている。厚さは２ｏ～３ｏｍであるが、上・下の

層との境界は明確さを欠いており、波状を呈する

個所も見られる。Ⅶ層暗褐色～黒褐色の極めて

固い層で、他の土層とは明らかに区別でき黒色帯

（ＢＢ）として把握される。厚さにい５～２５㎝

を測ることができる。Ⅷ層　‾ﾆjケ所のピットにお

いて確認できた層であり、軟質で明るい黄褐色を

スしている。厚さは８ｏ～９ｏｍにも及ぶ塔積が

みられる。IX層一ケ所のピットの最下底面にお

いて上部を確認に出来た層であり、黄白色で粒子

の粗いパミスと考えられる土層で、「マメンコ」

と通称されているものに対比される。

　一方、遺跡の中央部ではや･ゝ黒昧を有する黄福

元の耕作上があり、士｡部のｌｏ～１５ｍは非常に

軟らかく、下部は固さにおいてやゝ異なる。先の

基本則序に対比させると上部は色バゾ違うがＩ層

Jこなり、下部はそのﾄﾞ位の黄褐色土層を考慮すれ

ばIV層にあてることができる。Ｖ層は軟質な置褐

色上層であり、この層の一部は削平を受け、それ

より五位つ黒褐色の土墳と撹乱を受けＩ層・IV層

を形成しているものと見なされる。 VI層は褐色土

層で、下部に従がって黒味を増し、同時に粘質の

強い固い層へと漸次移行しており、Ⅶ層の黒褐色

上層との境界は明瞭にし得ない。珊層は黄褐色上

層となっている。一ケ所のピットでは表面にⅦ層

が露出し、その上部が耕作土となっており、台地

の起伏と削平のあり方の一端が示唆されている。

（第２図）

　４　遺物の包含層と出土状況

　今回の試掘で出土した石器類の数は２７点と少

なく、それに表面採集で得ている定型化した石器

が階無のため初期の目的の全てが好条件で達成さ

れた訳ではないが、一応の成果を収めることがで

きた。

　試掘で得た資料のうち、プライマリーな状態と

判断される遺物は五ケ所のピットから１７点出土

している。すなわち基本層序のＶ層とした置褐色

土層中およびVI層の褐色土層の上面においてであ

り、VI層上面より下位の各層からは１点の遺物も

出土していない。出土資料の数が極めて限られて

いるもの･へ当遺跡における包含層はＶ層上部か

らVI層上面にかけてと把握される。たダ五ケ所の

ピットにおける出土状態と十｡層の全体的な堆積状

況を加味して考察すると、Ｖ層‾ﾄﾞ部からVI層上面

において遺物の山上しているピットでは上部の二

次的な削平・撹乱がほとんど行なわれていないと

判断される地点であり、一方Ｖ層の上部から中部

にかけて遺物の発見される個所ではＩ層から直接

IV層となり、しかもＶ層上部が削平を受け、上位

の土と撹乱されていると考えられるのである。こ

の頃からＶ層の上部において認められる遺物は、
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もともとＶ個の中での上部において存在するので

はなく、Ｖ個中のより深い地層での出土と把握す

べきものと推察されよう。結局、今峠遺跡におけ

る遺物包含状況はＶ個の中部、あるいはＶ個下半

部からⅥ個の上面にかけてと判断されよう。

　次に当遺跡が営なまれた時期、すなわち石器群

がある限られた単一のものか、それとも複数の時

期なのかについてが当然問題視されるであろう。

これについて明確に論じる積極的な資料を用ち合

わせていないが、遺物が包含されている土層の厚

さの幅（垂直分布）が３ｏ㎝にも満たなく、それ

にVI個上面より以下のいずれの個においても１点

の出土遺物がない事から当遺跡における石器類を

単一の時期の所産と考え、一つの石器群と判断さ

れよう。

　　　５　資　料

　採集資料今峠遺跡における綿貫・安藤両君の

手による表採および試掘時での採集資料の総数は

石器・剥片・石核などを全て含めるとかなりの数

にのぼり、石器のみでも４ｏ点を越えている。ナ

イフ形石器をはじめとして、台形状石器、尖頭状

石器、掻器・削器などに大別され、他に剥片の側

辺の一部に二次加工が施されているものや、使用

痕と考えられる小剥離が観察されるものなどが認

められる。石器類の大半は無斑晶放校岩で占めら

れ、表面の色調が黒っぽいものと談黄灰色のもの

とがみられる。他にはチャアート、娃質岩などが

若干用いられているが、黒耀苔は全く使用されて

いない。

　ナイフ形石器（１～ｌｏ）ほｙ縦に長い剥片

が素材に用いられている点て共通するが、大きさ

および二次加工のあり方から三大別されるであろ

う。Ｉ～３は素材とされた剥片の形を復元するの

が困難なほどに背および基部に丹念なトリミング

が施された幾何学的な小形のナイフ形石器である

－１７

（Ｉ類）｡４はこの一点のみであり、素材を截断し

て背部と基部を形成している点は先の三点と全く

同様であるが、大きさにおいて二倍近くある事か

らー応区別した（ｎ類）。　５｀１ｏは剥片の打面

側をナイフ形石器の基部としており、この周辺な

いし側辺の一部にブランティングが施され、剥片

の形態が比較的残されている（Ⅲ類）。５は側

辺から先端にかけて、鋭利な尖頭部を意図し

た二次加工が明瞭に看取される。６～８は基部か

ら側辺の一部にかけてｙあり、９・ｌｏは打面の

周辺のみ主要剥離面側からの加工が施されている。

６～１０はいずれも剥片の打面と反対の一端が尖

る剥片を素材に選択している事が窺え、５のみは

剥片の一端が尖っていなかったのであろう。図示

しなかったが、破損品の中に狙類と同様なものが

数点認められる。

　台形様石器（１１～！３）台形に近い形を呈

する小形の石器を他と区別したが、３点とも素材

に対する加工のあり方がそれぞれ異なっている。

１１はやゝ横に長い剥片の打面と逆の一端に両面

からの二次加工が施されており、！２は横長剥片

のー側辺にのみ主要剥離面の方向から行なわれて

いる。 １３は横長と考えられる剥片の両側辺の一

部が台形状に大きくカットされ、その後断面に小

さな調整が加えられている。百花台型や枝去木型

とも異なっており、台形様石器としてはかなり退

化したものと予想されよう。

　尖頭状石器（１４～１６）比較的大形で厚昧

のある「ノ」の字形の剥片を素材に用い、打面の

周辺に集中して全体的に粗い二次加工が施されて

いる。打面と反対の鋭利な一端が功みに利用され

ている特長的な石器と言えよう。（第３図）

　掻器・削器（１ ７・ １ ８ ）図示したもの以外

にも採集されているが、１７はそれらの中で最も

典型的なもので、大形で厚昧を有する縦に長い剥
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第２図　今峠遺跡上層複式柱状図

第１図　今峠遺跡の位置訟よび周辺の地形と旧石器時代の遺跡
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Ｉ

片を素材に用い、平坦で大きな打面以外の周辺に

沿って丹念な二次加工が行なわれ刃部を形成して

いる。　１８は縦長の厚味のある剥片のー側辺に主

要剥面側からの小さな剥離が並んでいる。

　彫器（１９）玉髄と推定される篠のほｙ三面

を大きく剥離した厚手の素材に、その一端に打面

を形成して２回の楯状剥離が施されている。

　剥片（２ｏ～２２）相当数採集されており、

比較的縦に長いもの（Ｉ類）やゝずんぐりした縦

長で打面と逆の一端が尖り片方に寄っている「ノ

」の字形のもの（ｎ類）、それに横長のもの（Ⅲ

類）と三大別される。これらの剥片の大半は１回

～数回の大きな剥離による平坦打面で、しかも比

較的大きく、打面と主要剥前面のなす角度は11o°

～120°にねさまっている。また大剥離面には打

面の方向とは逆の方向や横方向からの大きな剥離

面を残すものが認められる。２ｏはＨ類で、一側

辺に素材である流紋岩の表皮を残している。２！

はⅢ類の小形の剥片であり、２２はＩ類の標準的

なものとされよう。

　石柱（２３・２４）４点ほど採集されており

２３は小形で細石核を推測させるが蛋白石と思わ

れる石材に起因するためか、周辺の調整加工およ

ひ一端のフルウティングの面が顕著でなく速断し

かねる資料である。２４は流紋岩の挙大の円牒を

素材に用いており、剥片剥離作業は主として上端

からしかもそのほｙ一面に行なわれている。末端

からの大小の剥前面が残されているが、これは調

整のためと考えられる。打面は数回の大きな剥離

によって形成されており、石核の打面と主要剥離

面のなす角度は約７ ５゜を測ることができ、先に

辻べた剥片の打角と符合している。また、この石

核の大きさや形から推定される剥片は当遺跡にお

けるナイフ形石器や尖頭状石器の素材に合致する

ものと判匹できる。（第４図）
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　発掘資料　今回実施した試掘ピットの６ケ所

から総計２７点の資料を得たが、そのうち１７点

はＶ胴からVI層上面にかけての包含層からの出土

である。資料の絶対数が少なく、それに定型化さ

れた特長的な石器がないが、掻器・削器や局部的

な二次加工ないし使用痕と推定される剥片が若干

出土しており、これらは他の剥片を含めて表採資

料との対比が可能な資料として重要視される。

　掻器・削器（２５・２６）２５は流紋岩の縦

長剥片のー側辺に二次加工を推して刃部を形成し

ており、打面の周辺にも大小の剥離が見られる。

２６は厚昧のある剥片のー側辺に大剥離面側から

の粗雑な二次加工が行なわれている。２５はⅢ屑、

２６はＶ層下面から出土している。

　剥片（２７～３４）２７・２８はほそ長い小

形の剥片で細石刃を彷彿させる。２９も同様に小

さな剥片で大剥離面中央に稜を有し、その左右に

は調整のためと考えられる剥離が施されている。

３０～３３は縦に長い剥片で、大剥離面は横ある

いは打面とは逆の方向からの剥離面によって形成

されている。打面は平坦打面でその打角は11f

前後に集中している。３４は大形の剥片であり大

剥能面は周辺からの放射状の大きな剥離面が残さ

れており、この剥片が石核から剥離される以前の

調整剥離である。　２７～３４はいずれも包含層か

らの出土資料である。

　試掘の資料にはナイフ形石器や尖頭伏石器など

の出土がなかったが、Ｖ層からVI層上面にかけて

出土した剥片を主とする資料は、表採されている

石器の素材や剥片の諸特徴と符合するものと判断

でき、遺物および出土状態から今峠遺跡の資料は

一群の苔器文化の所産と把握して大過ないものと

考える。（第４図）

　６　おわりに

　以上が今峠遺跡の試掘結果と採集および発掘し



た主要な石器類のすべてゞある。

　大野川流域における他の旧石器時代遺跡との関

連や対比など総括的な結論については、これまで

に実施した大野町の製紙工湯前遺跡および現在継

続中の小牧遺跡の調査や周辺遺跡の調査を踏まえ

た上で論じることにして、こゝでは今峠遺跡の要

点を挙げ、その位置づけの予察を行なってまとめ

に替えたい。

　①表採および発掘資料は出土状態と石器類の遺

物に観察される諸特徴から一括資料として把握で

き、ある限られた一時期における石器群として考

えられる。

群に先行する時期力港!定されるものハナイフ

形石器･台形様石器など小形の石器群の存在が

注目され、紬石器的様相をもつ石器文化として

把握されるであろう。

　今回の基礎調査にあたって、大野高校の綿貫俊

一君、安藤洋治君、それに別府大学のハ尋実、高

田一志、谷芳樹、黒田裕司、種油修、堤安信、沢

田宗順、裏方政幾君達にお世話になった。記して

感謝の意を表したい。
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　④黒煙石のナイフ形石器が主体と判断される大

塚遺跡および細石核の好資料を出土している宮地　　　脱稿後の大野川中流域の基礎調査中、今峠遺跡

前遺跡とは近距離にありながら両者とは異なって　　と対峙する大塚遺跡の台地の一部が上地改良事業

おり、この事は今峠遺跡の苔器群がある限定され　　による削平を受け、土層の観察がなされた。

た時期での所産との考え方を示唆している。ちな　　　５ｏ（３前後の黒褐色土層が表土で、上部の約

みにこの三者のみの先後関係は大塚遺跡→今峠遺　　３０㎝は耕作土化されている。次に黄褐色土層、

跡→宮地前遺跡という方向が想定される。正式な　　やゝ固い褐色土層、さらに黒色味が強くて固い上
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跡の第１文化層および百枝小学校遺跡のⅢ層が考　　黄褐色上層となっており、その上部2ocm前後は
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　⑤今峠遺跡は細石刃・細石核を主体とする石器　　メンコ」の土層となる。
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